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〇お問い合せ先 千厩警察署 51-0110

県内では11月1日～来年3月31日まで
の間、狩猟が解禁となりますが、例年、
暴発などの事故が発生しています。
被害は、狩猟関係者だけではなく、他

の方にも及ぶ場合があります。

木六地区が4年連続優勝 ～千厩地区民運動会～
千厩地区体育協会主催の第63回千厩

地区民運動会を9月22日、千厩多目的グ
ラウンドで行いました。
くもり空のもと、小学生から70歳以上

の方までエントリーできるプログラムに
参加した約500人は、自地区の優勝を目
指して汗を流し、競技を楽しみました。
成績は、木六地区が4年連続優勝し、

以下のとおりでした。
また、陣地内での子どもたちの応援は、

運動会を盛り上げました。

《狩猟事故の防止について》

猟銃の取り扱いや狩猟時間、場所など
のルールに万全の注意を払いましょう！

取
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～運動会成績～
（優勝） 木六地区 （４位） １－３区 （７位） 北ノ沢地区 （１０位） １－１区
（準優勝）中沢地区 （５位） 駒場地区 （８位） １－２区 （１１位）神子ノ沢地区
（３位） ２－２区 （６位） ２－３区 （９位）小田梅田地区

お申込み・お問い合わせ
☎ ５２－２３０９

お申込締切 １１月２１日（木）
千厩市民センター

後期・元気セミナー参加者募集

期 日

時 間

材料費

対 象

持ち物

講 師

定 員

会 場

別途おしらせします

10：00～11：30

500円（材料はすべて準備します）

興味のある方

裁縫道具

キルトの会「厩」の皆さん

先着15名程度

千厩市民センター 調理室

~  館山から ~ 「台風19号災害とまちづくり」

記録的な大雨をもたらした台風19号では、84人が亡くなり（共同通信の23日集計）東日本の広い範囲
に甚大な被害が出た。被害に遭われた方々のことを思うと気の毒でならない。
千厩地域では、約130ミリの降雨となったが大きな被害が少なかったのは、たまたまと考えるしかない。
今回、一関市は台風の接近に伴い災害対策本部を設置し、水害を想定したタイムラインにそった対応を

行ったようだ。市民に対しては防災無線のスピーカーやＦＭアスモ、緊急メール等を活用して避難準備な
ど「早め早めの情報伝達」を行った。消防や警察は河川などの警戒パトロールを、行政区長、民生児童
委員、自治会長などは支援の必要な高齢者等を巡回した。
当地区では避難勧告や避難指示に伴い千厩市民センターと農村勤労福祉センターに避難所が設置され、

当センターには45人が避難した。センター職員も避難所運営にあたり、避難した方々と共に台風が過ぎ去
るのを待った。
大雨特別警報が発表される状況下では、「命を守る行動」が必要だ。市から避難勧告が頻繁に行われ

たことが、住民の避難行動につながったと思う。
行政の最も大きな使命は、災害などから住民の命を守る「災害対応」と民主主義の根幹をなす「選挙

事務」だ。どちらも失敗は許されないが、住民の理解と協力、そして行動が重要だ。
安心して暮らすことのできるまちづくりを進めるためには、行政からの呼びかけに終わることなく、住民

がこれを理解し積極的に応えていくことが大切だ。
今回は、地域の方々の避難行動から、そのことが機能したのではないかと思った。

千厩市民センター所長 金野富雄
※このコラムは、随時掲載します。

「千厩図書館まつり」でコーラス
12月1日（日）に開催される

「千厩図書館まつり」に、
「舘山唱楽校」が出演します。

みなさん観に来てください。
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～囲碁教室からのお知らせ～

11月16日(土) に予定している「囲碁教室」

は講師の都合により、11月9日(土) に変更して

行います。


